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​仕　様　書​

​１  業務概要​

​　　本業務は、札幌市が設置した自家用電気工作物について、受託者は、各施設の​

​保安規程に基づき、当該電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安の監督に​

​係る保安管理業務を行うものである。​

​　(1)　業務名​

​　　　 処理場管理事務所ほか電気設備保安管理業務​

​　(2)　業務履行場所​

​　　 ア　処理場管理事務所　　札幌市東区東苗穂2条2丁目2-1​

​　　 イ　山本処理場　　　　　札幌市厚別区山本1065-553​

​　　 ウ　東米里処理場　　　　札幌市白石区東米里326-3​

​　　 エ　モエレ処理場　　　　札幌市東区モエレ沼公園1-2​

​　　 オ　第２山口処理場　　　札幌市手稲区手稲山口295-1​

​　　 カ　第３山口処理場　　　札幌市手稲区手稲山口364-1​

​　　 キ　クリーンセンター　　札幌市手稲区手稲山口318番地​

​　(3)　業務期間​

​　　　 令和8年4月1日から令和9年3月31日まで​

​２  業務対象設備​

​　　電気工作物保安管理履行場所及び需要設備容量​

​業務履行場所​ ​高圧需要設備容量​

​ア​ ​処理場管理事務所​ ​150kVA​

​イ​ ​山本処理場​ ​570kVA​

​ウ​ ​東米里処理場​ ​575kVA​

​エ​ ​モエレ処理場​ ​220kVA​

​オ​ ​第２山口処理場​ ​80kVA​

​カ​ ​第３山口処理場​ ​300kVA​

​キ​ ​クリーンセンター​ ​350kVA​

​３  資格​

​　　受託者は、電気事業法施行規則第52条の2に定める要件を満たすこと。​

​４　提出書類​

​　(1)　業務着手時に提出するもの​

​　　 ア　業務着手届　1部​

​　　 イ　資格証明書　1部​

​　　 ウ　連絡体制表　1部​

​　(2)　毎月提出するもの​

​　　 ア　完了届　1部​

​　　 イ　月次点検報告書　1部​

​　　 ウ　年次点検報告書(年次点検を実施した月のみ)　1部​



​５  業務内容​

​　　受託者は、次に定める保安管理業務を誠実に行うものとし、その結果につい​

​て、委託者に報告するとともに、経済産業省令で定める電気設備技術基準の規定​

​に適合しない事項がある場合は、必要な指導及び助言を行うものとする。​

​また、委託者はこの指導及び助言を尊重するものとする。​

​(1)　電気工作物の維持及び運用を行うための定期的点検、測定及び試験の実施。​

​　 （月次点検12回、年次点検1回）​

​　　　 なお、点検の対象設備及び種別、周期については、別紙のとおりとする。​

​　(2)　年次点検作業は複数人で実施し、停電時間の短縮に努めること。​

​　(3)　電気工作物の全停電を伴う作業等、必要に応じて立会いを実施するものとす​

​る。​

​　　　 これに係る費用については、実施の都度、別途支払うものとする。​

​　(4)　電気工作物の設置または、変更の工事について、設計の審査、工事中の点検​

​　　 及びしゅん功検査を実施するものとする。​

​　​​　​​　​ ​な​​お、​​工​​事​​中​​の​​点​​検​​に​​つ​​い​​て​​は、​​工​​事​​計​​画、​​技​​術​​基​​準​​に​​基​​づ​​き​​適​​正​​に​​行​​わ​​れ​

​　　 るよう週１回実施するものとする。​

​　　　 これに係る費用については、実施の都度、別途支払うものとする。​

​　(5)　電気事業法第107条2項に規定する立入検査の立会いについては、その都度、​

​　　 委託者の通知に基づき、保安業務担当者等を派遣するものとする。​

​　(6)　電気事故その他電気工作物に異常が発生し、または発生する恐れがある場合​

​　​ ​　​​に、​​委​​託​​者​​か​​ら​​の​​連​​絡​​に​​基​​づ​​い​​て、​​電​​話​​連​​絡​​ま​​た​​は​​保​​安​​業​​務​​担​​当​​者​​等​​を​​派​​遣​​し​

​　　 応急措置の指導を行うものとする。​

​６  連絡体制​

​　(1)　委託者は、電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安のため必要な事項​

​　　 を受託者に連絡するための連絡責任者を選任するものとする。​

​　　　 なお、連絡責任者は、契約締結後、受託者に別途通知するものとする。​

​　(2)　受託者は、主たる連絡場所、連絡方法、当該事業場までの距離、所要時間、​

​　　 利用交通機関について、委託者に提示するものとする。​

​また、緊急時についても同様とする。​

​なお、主たる連絡場所は当該事業所に1時間以内に到達可能な場所にあるこ​

​と。​

​７　業務の再委託​

​　　本業務については原則再委託を認めない。​

​　　また、従事者は社員等、雇用関係にあることとし、事前に従事者名簿を提出す​

​　ること。​

​８  緊急体制​

​　(1)　受託者は、電気工作物事故発生時の応急措置の指導及び事故原因探求への協​

​　　 力並びに再発防止のため、取るべき措置の指導、助言及び必要に応じて臨時点​

​　　 検を行うものとする。​

​また、事故発生時の緊急出動は、休日、夜間に係わらず行うものとする。​

​　(2)　受託者は、複数事業所において、大規模災害等により、電気工作物の事故が​

​　​​　​ ​同​​時​​発​​生​​し​​た​​場​​合​​に​​つ​​い​​て​​も、​​保​​安​​管​​理​​業​​務​​を​​円​​滑​​に​​履​​行​​す​​る​​た​​め​​の​​適​​切​​な​​措​

​　　 置が可能であること。​



​９  確認事項​

​　(1)　受託者は、委託者の保安業務担当者等が点検を行う際に、受託者の保安業務​

​　　 担当者等が提示する身分証明書により本人であることを確認するものとする。​

​　(2)　委託者は、受託者の保安業務担当者等が行う点検等の終了時に、受託者の保​

​　​​　​ ​安​​業​​務​​担​​当​​者​​等​​か​​ら​​報​​告​​を​​受​​け​​る​​と​​と​​も​​に、​​実​​施​​者​​及​​び​​点​​検​​結​​果​​等​​に​​係​​る​​記​​録​

​　　 を保存するものとする。​

​10  環境負荷の低減​

​　　本業務の履行においては、札幌市の環境マネジメントシステムに準じ、環境負​

​荷の低減に努めること。​

​　(1)　電気・水道・油・ガス等の使用にあたっては、極力節約に努めること。​

​　(2)　ごみ減量・分別及びリサイクルに努めること。​

​　(3)　自動車等を使用する場合は、できるだけ環境負荷の少ない車両を使用し、ア​

​　　 イドリングストップの実施など環境に配慮した運転を心がけること。​

​　(4)　業務に係る用品等は、札幌市グリーン購入ガイドラインに従い、極力ガイド​

​　　 ライン指定品を使用すること。​

​　(5)　両面コピーの徹底やミスコピーを減らすことで、紙の使用量を減らすよう努​

​　　 めること。​

​11  北海道産業保安監督部への届出​

​　(1)　受託者は、委託者が行う本業務に係る北海道産業保安監督部への各種届出書​

​　　 類(保安管理業務外部委託承認申請書等)の作成及び届出を代行する。​

​　​

​12　委託業務の新旧引継​

​　(1)　委託業務の新旧引継​

​　　　 受託者は、次期の保安管理受託者に対し委託期間終了予定日の概ね3週間前​

​　　 から委託期間終了予定日までの間に業務の引継を行わなければならない。​

​　　　 なお、次期の保安管理業務を受託した場合はこの限りではない。​

​　　　 特に各施設における保安規程の内容は電気工作物の工事、維持及び運用に関​

​　　 する保安の確保に重要なものであることから確実に引き継ぐこと。​

​　　　 引継の際、懸案事項等保安管理業務に必要な情報を積極的にまとめ、資料・​

​　　 報告書と共に、次期受託者に引き継ぐこと。​

​　(2)　受託者が前年度同業務を受託していない場合は、(1)と同様に前受託者より​

​　　 業務の引継を受け、業務履行に支障を来たさぬようにすること。​

​13  その他​

​　(1)　本業務の遂行にあたって、受託者の不注意により生じた事故及び故障等の一​

​　　 切については、受託者の責任において処理すること。​

​　(2)　本仕様書に明記されていない事項については、委託者との協議によること。​

​14　留意事項​

​　(1)　本調達案件については、令和7年度の本市労務単価(ただし、入札告示時点で​

​　​​　​ ​本​​市​​が​​令​​和​​8​​年​​度​​設​​定​​額​​を​​公​​表​​し​​て​​い​​な​​い​​も​​の​​に​​限​​る。)​​を​​適​​用​​し​​て​​積​​算、​​入​​札​

​　　 及び契約を行うこととする。​

​　(2)　本調達案件の受託者は、令和8年度の本市労務単価の公表後に、労務単価額​

​　　 の変更に伴う契約金額の変更協議を請求できるものとする。​

​　(3)　当該協議により変更する金額については、「令和8年度の本市労務単価によ​

​　​​　​ ​り​​積​​算​​さ​​れ​​た​​予​​定​​価​​格​​に​​当​​初​​契​​約​​の​​落​​札​​率​​を​​乗​​じ​​た​​額​​と​​当​​初​​契​​約​​額​​と​​の​​差​​額」​



​　​​　​ ​に​​よ​​り​​算​​定​​す​​る​​こ​​と​​を​​基​​本​​と​​し、​​算​​定​​方​​法​​及​​び​​請​​求​​方​​法​​の​​詳​​細​​は、​​別​​途​​本​​市​​か​

​　　 ら受託者に対し通知するものとする。​



対　象　設　備　一　覧 別紙

機　器　名　称
対象業務

真空遮断器 ○

開放形気中開閉器 ○

変圧器 ○

受配電盤、分電盤 ○

コンデンサ ○

地絡方向継電器、過電流継電器、不足電圧継電器 ○

断路器 ○

配線器具、電磁接触器、配線用遮断器、漏電遮断器 ○

柱上気中開閉器、柱上ガス開閉器 ○

カットアウト ○

母線 ○

計器用変成器 ○

架空線 ○

支持物 ○

ケーブル ○

避雷器 ○

電気設備保安管理

・リアクトル



点検・測定試験基準

種　別 ・ 周　期

電気工作物 項　　　目
月次点検 年次点検

臨時点検

受
電
設
備
・
構
内
電
線
路
２
次
変
電
所
含
む

引込線および支持物

　外観点検 ○ ○

異
常
の
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合

　観察点検 ○

  絶縁抵抗測定 ○

遮断器
開閉器

　外観点検 ○ ○

　観察点検 ○

  絶縁抵抗測定 ○

　絶縁油試験

　動作試験 ○

母線、計器用変成器
断路器、コンデンサ

避雷器

　外観点検 ○ ○

　観察点検 ○

　絶縁抵抗測定 ○

変圧器

　外観点検 ○ ○

　観察点検 ○

　絶縁抵抗測定 ○

　絶縁油試験

配電盤および
制御装置

　外観点検 ○ ○

　観察点検 ○

　絶縁抵抗測定 ○

○

○

接地装置

　外観点検 ○ ○

　観察点検 ○

　接地抵抗測定 ○

その他の電気機器類

　外観点検 ○ ○

　観察点検 ○

　絶縁抵抗測定 ○

電
気
使
用
場
所

電動機、照明装置
配線及び配線器具
その他の機器類

　外観点検 ○ ○

　観察点検 ○

　絶縁抵抗測定

　接地抵抗測定

(必要の都度)

　継電器動作試験

　継電器特性試験

○（処理場管
理事務所の

み）

○（処理場管
理事務所の

み）

(注)１ 外観点検とは、電源を遮断しない状態において梯子その他器具を用いないで安全に到達できる範囲

内でもっとも見やすい箇所から目視（以下必要に応じ簡単な携帯計器の使用を含む）などにより、

電気工作物を点検することをいう。

(注)２ 観察点検とは、電源を遮断した状態において、容易に到達出来る範囲でもっとも見やすい箇所から

目視のほか触手などにより電気工作物を点検することをいう。

ただし、柱上設備など高所に施設され、触手することが困難な電気工作物については、必要に応じ

て双眼鏡を用いて点検する。


